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公立大学法人福岡女子大学中期目標 新旧対照表

現 行 変 更 案

前文 前文

福岡女子大学は、我が国最初の公立の女子高等教育機関として、教育界などに優秀 福岡女子大学は、我が国最初の公立の女子高等教育機関として、教育界などに優秀
な人材を輩出してきた伝統ある大学である。しかし、女子の大学進学率が高くなり、 な人材を輩出してきた伝統ある大学である。しかし、女子の大学進学率が高くなり、
共学志向が強くなる中、他大学と比較して女子学生から選ばれるように、教育内容の 共学志向が強くなる中、他大学と比較して女子学生から選ばれるように、教育内容の
充実や就職率の向上のための積極的な創意工夫が必要である。 充実や就職率の向上のための積極的な創意工夫が必要である。

近年、女性の社会進出は目覚ましく、様々な分野で女性の活躍が期待されている。 近年、女性の社会進出は目覚ましく、様々な分野で女性の活躍が期待されている。
女性の教育を目的とする女子大学では、その教育環境を活かして、学生の人格を高め、 女性の教育を目的とする女子大学では、その教育環境を活かして、学生の人格を高め、
リーダーシップを養い、社会において能力を発揮できる優秀な人材を育成することが リーダーシップを養い、社会において能力を発揮できる優秀な人材を育成することが
期待される。 期待される。

福岡女子大学は、その歴史と伝統を大きな資源とし、学生の自主性・自発性を喚起 福岡女子大学は、その歴史と伝統を大きな資源とし、学生の自主性・自発性を喚起
する教育を行い、職場、家庭、地域など社会の様々な分野において重要な役割を担う する教育を行い、職場、家庭、地域など社会の様々な分野において重要な役割を担う
ことができる優秀な女性を育成することを使命とする。 ことができる優秀な女性を育成することを使命とする。

今後、福岡女子大学は、受験生の動向や卒業生の状況などの検証を行い、学部学科 福岡女子大学は、その使命を十分に果たしていくため 「福岡女子大学改革基本計、
を含めた抜本的な改革に早急に取り組まなければならない。 画 （平成二十年十月策定）に基づき、新しい時代にふさわしい大学づくりに向け、」

全力で取り組まなければならない。
また、大学の運営については、公的資金を基盤にしていることを念頭に置き、理事 また、大学の運営については、公的資金を基盤にしていることを念頭に置き、理事

長のリーダーシップのもと、全学的な教育研究目標を定め、主体的、自律的な大学運 長のリーダーシップのもと、全学的な教育研究目標を定め、主体的、自律的な大学運
営に取り組むことが必要である。 営に取り組むことが必要である。

福岡県は、公立大学法人福岡女子大学が、このような人材育成をはじめとした取り 福岡県は、公立大学法人福岡女子大学が、このような人材育成をはじめとした取り
組みを着実に実施していくために、中期目標を策定し、法人に指示するものである。 組みを着実に実施していくために、中期目標を策定し、法人に指示するものである。

中期目標の期間 中期目標の期間
平成十八年四月一日から平成二十四年三月三十一日までの六年間 平成十八年四月一日から平成二十四年三月三十一日までの六年間

１ 教 育 １ 教 育
「職場、家庭、地域など社会の様々な分野において、重要な役割を担うことができ 「職場、家庭、地域など社会の様々な分野において、重要な役割を担うことができ

るよう、コミュニケーション能力、判断力、実行力を身に付けた女性を育成する 」 るよう、コミュニケーション能力、判断力、実行力を身に付けた女性を育成する 」。 。

特色ある教育の展開 特色ある教育の展開( ) ( )1 1
福岡女子大学は、自らの言葉で相手と対話し、理解させることができるコミュニ 福岡女子大学は、自らの言葉で相手と対話し、理解させることができるコミュニ

ケーション能力、的確に課題を解決できる判断力、自らの役割を認識して責任ある ケーション能力、的確に課題を解決できる判断力、自らの役割を認識して責任ある
行動をとることができる実行力を育成するための教育を実施する。 行動をとることができる実行力を育成するための教育を実施する。

教員の教育能力の向上 教員の教育能力の向上( ) ( )2 2
教員の個人業績評価制度と任期制を導入し、教育能力の向上と教育活動の活性化 教員の個人業績評価制度と任期制を導入し、教育能力の向上と教育活動の活性化

を図る。個人業績の評価は授業活動を中心として行い、その結果を人事や給与に反 を図る。個人業績の評価は授業活動を中心として行い、その結果を人事や給与に反
映させ、教員の職務へのインセンティブの付与を図る。 映させ、教員の職務へのインセンティブの付与を図る。

優秀な学生の確保・育成 優秀な学生の確保・育成( ) ( )3 3
大学が求める優秀な学生を確保するため、高校訪問、出前講義、オープンキャン 大学が求める優秀な学生を確保するため、高校訪問、出前講義、オープンキャン

パスなどの広報活動を充実させ、高校生等に福岡女子大学の魅力を広く伝える。ま パスなどの広報活動を充実させ、高校生等に福岡女子大学の魅力を広く伝える。ま
た、特待生制度の導入、入試方法の見直し、厳格な成績評価の実施などにより、優 た、特待生制度の導入、入試方法の見直し、厳格な成績評価の実施などにより、優
秀な学生を選抜し、育成する。 秀な学生を選抜し、育成する。

シラバスに、各科目の到達目標と成績評価基準を明確に示して学生の目標設定を シラバスに、各科目の到達目標と成績評価基準を明確に示して学生の目標設定を
容易にし、学生の学習意欲を高め、自主的な学習を促す。 容易にし、学生の学習意欲を高め、自主的な学習を促す。

就職支援の充実 就職支援の充実( ) ( )4 4
就職を希望する学生を支援するため、独自に企画したインターンシップの実施を 就職を希望する学生を支援するため、独自に企画したインターンシップの実施を

はじめ、就職先開拓や求人情報の提供など、教職員が一体となって就職支援の充実 はじめ、就職先開拓や求人情報の提供など、教職員が一体となって就職支援の充実
を図る。 を図る。

また、在学生だけでなく、卒後の未就職者に対しても支援を実施する。 また、在学生だけでなく、卒後の未就職者に対しても支援を実施する。

( ) （削除）5 大学改革の推進
受験生の動向や学生の就職状況等を踏まえ、大学全体の教育組織及び教育内容の

抜本的改革に取り組む。
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２ 研 究 ２ 研 究
「大学の教育や社会の発展に役立つ研究を推進する 」 「大学の教育や社会の発展に役立つ研究を推進する 」。 。

福岡女子大学は、試験研究機関や他大学との共同研究、産学官連携などを通じ、 福岡女子大学は、試験研究機関や他大学との共同研究、産学官連携などを通じ、
大学の教育と社会の発展に有用な研究を重点的に推進する。 大学の教育と社会の発展に有用な研究を重点的に推進する。

研究費については、大学の財源を効果的に配分するとともに、外部研究資金の獲 研究費については、大学の財源を効果的に配分するとともに、外部研究資金の獲
得に積極的に取り組む。 得に積極的に取り組む。

３ 社会貢献 ３ 社会貢献
「大学の保有する人材、知識、施設等を社会のために活用する 」 「大学の保有する人材、知識、施設等を社会のために活用する 」。 。

大学が保有する人材や知識等を活用して、就業中の女性や転職・復職を希望する 大学が保有する人材や知識等を活用して、就業中の女性や転職・復職を希望する
女性を対象としたリカレント教育などを実施し、積極的な社会貢献を果たす。 女性を対象としたリカレント教育などを実施し、積極的な社会貢献を果たす。

４ 業務運営 ４ 業務運営
「理事長のリーダーシップのもと、主体的・自律的な大学運営を確立する 」 「理事長のリーダーシップのもと、主体的・自律的な大学運営を確立する 」。 。

大学は、理事長のリーダーシップのもと、全学的な教育研究目標を策定し、大学 大学は、理事長のリーダーシップのもと、全学的な教育研究目標を策定し、大学
の有する資源を最大限に活用して、主体的・自律的な大学運営を確立する。 の有する資源を最大限に活用して、主体的・自律的な大学運営を確立する。

理事長を補佐するため、事務局による支援体制を強化する。 理事長を補佐するため、事務局による支援体制を強化する。

５ 財 務 ５ 財 務
「経営者の視点に立って、法人の財政運営を行う 」 「経営者の視点に立って、法人の財政運営を行う 」。 。

大学は、その運営が公的資金に支えられていることを踏まえ、経営者の視点に立 大学は、その運営が公的資金に支えられていることを踏まえ、経営者の視点に立
って、不断の経営努力を行う。 って、不断の経営努力を行う。

収入については、重要な自己財源である学生納付金のあり方について検討すると 収入については、重要な自己財源である学生納付金のあり方について検討すると
ともに、外部研究資金の獲得に努め、社会人向け教育サービスや資産の有効活用な ともに、外部研究資金の獲得に努め、社会人向け教育サービスや資産の有効活用な
どによる新たな収入の確保にも積極的に取り組む。 どによる新たな収入の確保にも積極的に取り組む。

経費については、人員配置や業務内容の見直しを推進し、その抑制を図る。 経費については、人員配置や業務内容の見直しを推進し、その抑制を図る。

６ 評 価 ６ 評 価
「評価を厳正に実施し、大学運営に反映する 」 「評価を厳正に実施し、大学運営に反映する 」。 。

教育・研究その他大学運営全般についての自己点検・評価を厳正に実施すると 教育・研究その他大学運営全般についての自己点検・評価を厳正に実施すると
ともに、その評価結果を速やかに公表する。 ともに、その評価結果を速やかに公表する。

計画・実行・評価・改善の仕組みを確立し、教員の個人業績評価、県評価委員会 計画・実行・評価・改善の仕組みを確立し、教員の個人業績評価、県評価委員会
の評価及び認証評価機関の評価を、大学運営の改善に速やかに反映させる。 の評価及び認証評価機関の評価を、大学運営の改善に速やかに反映させる。

７ 情報公開 ７ 情報公開
「情報公開を積極的に推進する 」 「情報公開を積極的に推進する 」。 。

入学希望者、学生、県民、企業などに対し、次のような情報を積極的に提供する。 入学希望者、学生、県民、企業などに対し、次のような情報を積極的に提供する。
・大学や教員の評価に関する情報 ・大学や教員の評価に関する情報
・組織、教職員、施設設備、入学試験などに関する情報 ・組織、教職員、施設設備、入学試験などに関する情報
・カリキュラム、シラバス、教員の研究成果や地域貢献活動などに関する情報 ・カリキュラム、シラバス、教員の研究成果や地域貢献活動などに関する情報
・学生の就職支援や卒業生の進路状況に関する情報 ・学生の就職支援や卒業生の進路状況に関する情報
・公開講座、大学施設の開放などに関する情報 ・公開講座、大学施設の開放などに関する情報

８ 大学改革の推進
福岡女子大学改革基本計画」に基づき、平成二十三年度を目途に、学部学科の「「

再編及び新たな教育システムの構築をはじめとする抜本改革に取り組む 」。



(案)

平成２０年 月 日

福岡県知事 麻生 渡 殿

福岡県公立大学法人評価委員会

委 員 長 杉 岡 洋 一

意 見 書

公立大学法人福岡女子大学に係る中期目標（変更案）について、地方独立行政

法人法（平成１５年法律第１１８号。以下「法」という。）第２５条第３項の規

定に基づく当委員会の意見は下記のとおりである。

記

法第２５条第１項の規定に基づく中期目標の変更については、提示された案

のとおりとすることが適当である。



評価委員会指摘事項の年度計画への反映

○年度計画の作成に当たっては、的確な自己点検・評価が行えるよう、年度計画項目の設定の工夫、具体的な事業内容の記述、適切かつ明確な目標設定を行うこと。

○実績が上がったにも関わらず同じ目標を設定し続けるなど、目標設定が低いと思料されるものが認められる。目標の設定にあたっては、前年の目標と成果（実績）

を検証して設定すること。

「平成１９年度の業務実績評価、財務諸表及び利益処分承認について（補足事項）」より）

①年度計画項目設定の工夫

○個々の項目は、自己評価をするとき何をもって評価するかを念頭に

置き、分かりやすく整理して設定すること。

〈整理のポイント〉

・内容が重複している項目（箇所）は集約する。

・細分化しすぎた項目は統合する。

・当該年度に実施する具体の事業等が無い項目は削除する。

・複数項目に係る共通目標を設定している場合は、個々の項目

の内容に対応した目標を設定するなどして、項目ごとに区分す

る。

・事業等の内容と中期計画で設定した目標が直接結びつかず、

評価が難しいと考えられる場合は、達成目標を実施内容とした

項目を別に設定する。

②具体的な事業内容の記述

○具体的な事業内容を記載すること。

○ＰＤＣＡ（Plan：計画、Do：実施、Check：点検・評価、Act：改善）

を踏まえて、継続的な業務改善を図っていることが分かるような記

述を心掛けること。

③適切かつ明確な目標設定

○数値目標を設定している場合、中期計画の設定値を所与のものとし

て固定化せず、過年度の実績等を検証のうえ年度目標を設定するこ

と。

２０年度年度計画への反映（①）

○項目設定の見直しを中心に、年度計画を変更。

２１年度年度計画への反映（①②③）

○２１年度計画作成に当たって、①②③の注意点を踏まえて作成。

評価委員会の指摘事項

具体的な注意点

九州歯科大学 福岡女子大学 福岡県立大学

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

教 育 ２０ ２１ ３１ ２８ ３１ ３２

研 究 ４ ４ ９ ６ ６ ４

社会貢献 ７ ７ １４ ８ １１ １１

業務運営 ８ ６ ６ ５ １０ ７

財 務 １８ １７ ９ ８ ７ ７

評 価 ３ ３ ５ ４ ４ ３

情報公開 ４ ４ ４ ３ ２ ２

合 計 ６４ ６２ ７８ ６２ ７１ ６６

年度計画への反映

〈項目数〉


